
(57)【要約】

【課題】挿入時・刺入時及び進行時の体腔又は管腔また

は組織との摩擦力を低減することのできる医療用器具及

び医療用器具振動システムを提供する。

【解決手段】対象物の内部に挿入又は刺入される進入部

と、進入部に備えられ、磁歪性材料を有する振動子と、

を備え、外部磁界により振動子が振動することにより、

対象物との接触面との摩擦力を低減する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
対 象 物 の 内 部 に 挿 入 又 は 刺 入 さ れ る 進 入 部 と 、
前 記 進 入 部 に 備 え ら れ 、 磁 歪 性 材 料 を 有 す る 振 動 子 と 、 を 備 え 、
外 部 磁 界 に よ り 前 記 振 動 子 が 振 動 す る こ と に よ り 、
前 記 対 象 物 と の 接 触 面 と の 摩 擦 力 を 低 減 す る こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 外 部 磁 界 は 交 流 磁 界 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 外 部 磁 界 は パ ル ス 磁 界 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 外 部 磁 界 は 脈 流 に よ る 磁 界 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 医 療 用 器 具 は カ テ ー テ ル で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 医 療 用 器 具 は ガ イ ド ワ イ ヤ で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 医 療 用 器 具 は 内 視 鏡 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 医 療 用 器 具 は 医 療 用 チ ュ ー ブ で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 医 療 用 器 具 は 医 療 用 ケ ー ブ ル で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 医 療 用 器 具 は 鉗 子 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 医 療 用 器 具 は 医 療 用 鋏 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 医 療 用 器 具 は 医 療 用 刀 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 進 入 部 は 永 久 磁 石 を 備 え て い る 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 振 動 子 は 、 前 記 進 入 部 に 複 数 又 は コ イ ル 状 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ
か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 進 入 部 又 は 振 動 子 は 、 そ の 延 び る 方 向 に 関 し て 非 対 称 な 外 形 形 状 を 備 え る 請 求 項 １ ～
１ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
対 象 物 の 内 部 に 挿 入 又 は 刺 入 さ れ る 進 入 部 と 、
前 記 進 入 部 に 備 え ら れ 、 磁 歪 性 材 料 を 有 す る 振 動 子 と 、
前 記 対 象 物 の 外 部 に 備 え ら れ 、 磁 界 を 発 生 す る 磁 界 発 生 部 と 、
を 備 え 、
前 記 磁 界 発 生 部 が 発 生 す る 磁 界 に よ り 前 記 振 動 子 が 振 動 す る こ と に よ り 、
前 記 対 象 物 と の 接 触 面 と の 摩 擦 力 を 低 減 す る こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 器 具 振 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 磁 界 発 生 部 が 発 生 す る 磁 界 は 交 流 磁 界 で あ る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 医 療 用 器 具 振 動 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 磁 界 発 生 部 が 発 生 す る 磁 界 は パ ル ス 磁 界 で あ る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 医 療 用 器 具 振 動 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
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前 記 磁 界 発 生 部 が 発 生 す る 磁 界 は 脈 流 に よ る 磁 界 で あ る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 医 療 用 器 具 振 動
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 医 療 用 器 具 は カ テ ー テ ル で あ る 請 求 項 １ ６ ～ １ ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 振
動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 医 療 用 器 具 は ガ イ ド ワ イ ヤ で あ る 請 求 項 １ ６ ～ １ ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具
振 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 医 療 用 器 具 は 内 視 鏡 で あ る 請 求 項 １ ６ ～ １ ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 振 動 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 医 療 用 器 具 は 医 療 用 チ ュ ー ブ で あ る 請 求 項 １ ６ ～ １ ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器
具 振 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 医 療 用 器 具 は 医 療 用 ケ ー ブ ル で あ る 請 求 項 １ ６ ～ １ ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器
具 振 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 医 療 用 器 具 は 鉗 子 で あ る 請 求 項 １ ６ ～ １ ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 振 動 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 医 療 用 器 具 は 医 療 用 鋏 で あ る 請 求 項 １ ６ ～ １ ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 振 動
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
前 記 医 療 用 器 具 は 医 療 用 刀 で あ る 請 求 項 １ ６ ～ １ ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 振 動
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 進 入 部 は 永 久 磁 石 を 備 え て い る 請 求 項 １ ６ ～ ２ ７ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 振
動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
前 記 振 動 子 は 、 前 記 進 入 部 に 複 数 又 は コ イ ル 状 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ６ ～ ２ ７ の い ず
れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 振 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 進 入 部 又 は 振 動 子 は 、 そ の 延 び る 方 向 に 関 し て 非 対 称 な 外 形 形 状 を 備 え る 請 求 項 １ ６
～ ２ ７ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 療 用 器 具 振 動 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 体 腔 や 管 腔 内 に 挿 入 し 、 又 は 組 織 な ど に 刺 入 し て 、 対 象 物 の 診 断 、 治 療 、 又 は
処 置 に 用 い ら れ る カ テ ー テ ル 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 、 内 視 鏡 、 医 療 用 チ ュ ー ブ 、 医 療 用 ケ ー ブ ル
、 鉗 子 、 医 療 用 鋏 、 医 療 用 刀 そ の 他 の 医 療 用 器 具 お よ び こ れ ら の 医 療 用 器 具 の 一 部 を 振 動
さ せ る こ と の で き る 医 療 用 器 具 振 動 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
近 年 、 医 療 用 器 具 の 高 度 化 や 診 断 技 術 の 進 歩 に よ っ て 、 よ り 侵 襲 の 度 合 い が 低 い 診 断 、 治
療 、 又 は 処 置 が 可 能 と な っ て き て い る 。 な か で も 、 カ テ ー テ ル 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 、 内 視 鏡 、
医 療 用 チ ュ ー ブ 、 医 療 用 ケ ー ブ ル 、 鉗 子 、 医 療 用 鋏 、 医 療 用 刀 そ の 他 の 医 療 用 器 具 を 対 象
物 の 体 腔 や 管 腔 に 挿 入 し 、 又 は 組 織 に 刺 入 し て 行 う 診 断 、 治 療 、 又 は 処 置 は 、 侵 襲 性 の 低
い 医 療 の 一 つ と し て 注 目 さ れ 、 か つ 、 実 施 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う に 医 療 用 器 具 を 対 象 物 内 部 に 挿 入 又 は 刺 入 し て 行 う 医 療 で は 、 一 部 に 磁 性 体 を 配
し た 医 療 用 器 具 を 対 象 物 内 部 に 挿 入 し 、 外 部 磁 界 で 磁 性 体 を 誘 導 す る こ と に よ り 、 医 療 用
器 具 を 所 望 の 位 置 ま で 誘 導 す る と い う 試 み が な さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） 。 こ の 試
み で は 、 従 来 の 手 技 で は 到 達 が 困 難 で あ っ た 部 位 の 診 断 、 治 療 、 又 は 処 置 が 期 待 さ れ て い
る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ３ ， ３ ５ ８ ， ６ ７ ６ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ４ － ２ ２ ３ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ８ － ３ ８ ６ １ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 医 療 用 器 具 を 対 象 物 内 部 へ 挿 入 又 は 刺 入 し た 場 合 に は 、 体 腔 や 管 腔 の 内 壁
と 医 療 用 器 具 と の 接 触 、 又 は 、 組 織 と 医 療 用 器 具 と の 接 触 に よ る 抵 抗 （ 摩 擦 力 ） が 問 題 と
な る 。 す な わ ち 、 医 療 用 器 具 が ス ム ー ズ に 進 行 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。 こ
の よ う な 事 情 は 、 上 述 の よ う に 磁 性 体 を 配 し た 医 療 用 器 具 か 、 磁 性 体 を 備 え な い 医 療 用 器
具 で あ る か 拘 わ ら ず に 起 こ り う る 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 体 腔 や 管 腔 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 の 挿 入 部 お よ び そ の 周
囲 に そ れ ぞ れ 磁 界 発 生 手 段 を 設 け 、 一 方 の 磁 界 発 生 手 段 が 発 生 す る 磁 界 を 変 化 さ せ る こ と
に よ り 挿 入 部 に 微 振 動 を 起 こ さ せ て 摩 擦 力 を 低 減 す る も の が あ っ た （ 特 許 文 献 ２ ） 。 ま た
、 ク ラ ン プ に よ っ て 固 定 さ れ た 状 態 で 体 腔 や 管 腔 に 挿 入 さ れ る ガ イ ド ワ イ ヤ に 、 モ ー タ の
回 転 を 機 械 的 に 変 換 し て 得 ら れ た 振 動 を 伝 達 す る こ と に よ り 、 摩 擦 力 を 低 減 す る も の が あ
っ た （ 特 許 文 献 ３ ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 許 文 献 ２ に は 、 挿 入 部 の 磁 界 発 生 手 段 と し て シ ー ト コ イ ル を 用 い た 場 合 に つ い て 記 載 さ
れ て い る 。 し か し 、 こ の シ ー ト コ イ ル へ の 交 流 電 流 の 供 給 は 、 外 部 か ら 内 視 鏡 内 に 挿 通 さ
れ て 挿 入 部 に 至 る よ う に さ れ た 導 線 に よ っ て 行 っ て い る た め 、 挿 入 部 に 微 振 動 を 起 こ さ せ
る た め の 構 成 と し て は 複 雑 と な ら ざ る を 得 な い 。 ま た 、 シ ー ト コ イ ル に 代 え て 永 久 磁 石 を
用 い る こ と も 考 え ら れ て い る が 、 微 振 動 を 起 こ さ せ る の に 必 要 な 大 き さ の 磁 界 を 得 る に は
永 久 磁 石 を 大 型 化 せ ざ る を 得 な い た め 、 例 え ば 細 径 の ガ イ ド ワ イ ヤ に 適 用 す る こ と は 困 難
で あ る 。 さ ら に 、 磁 界 発 生 手 段 が シ ー ト コ イ ル で あ る と 永 久 磁 石 で あ る と に 拘 わ ら ず 、 医
療 用 器 具 に 与 え る 振 動 の 大 き さ は 、 医 療 用 器 具 の 挿 入 部 に 配 さ れ た 磁 界 発 生 手 段 が 発 生 す
る 磁 界 の 方 向 と そ の 周 囲 に 配 さ れ た 磁 界 発 生 手 段 が 発 生 す る 磁 界 の 方 向 に 依 存 し 、 お 互 い
の 磁 界 の 方 向 の な す 角 度 が 変 わ れ ば 振 動 は 異 な る 大 き さ と な っ て し ま う 。 よ っ て 、 そ れ ぞ
れ の 磁 界 発 生 手 段 の 配 置 は 慎 重 に 行 わ な け れ ば な ら ず 、 か つ 、 柔 軟 性 を 有 す る 医 療 用 器 具
の 姿 勢 に よ っ て 振 動 の 大 き さ が 変 わ り う る た め 、 製 造 面 お よ び 使 用 面 の 両 面 に お い て 効 率
の 悪 い も の と な っ て い る 。 ま た さ ら に 、 シ ー ト コ イ ル や 永 久 磁 石 を 用 い た 振 動 で は 、 材 料
自 体 の 周 波 数 応 答 性 が 高 く な い 上 に 、 医 療 用 器 具 に 取 り 付 け ら れ る こ と に よ り さ ら に 周 波
数 応 答 性 が 低 下 す る た め 、 所 望 の 振 動 を 得 ら れ な い お そ れ が あ る 。 こ れ に 対 し て 、 十 分 な
振 動 を 得 る た め 磁 界 を 大 き く し た 場 合 に は 、 医 療 用 器 具 の 振 動 の 振 幅 が 、 想 定 し た 量 よ り
大 き く な る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 特 許 文 献 ３ 記 載 の 方 法 で は 、 医 療 用 器 具 の 対 象 物 内 部 へ の 挿 入 時 か ら 、 使 用 後 の 抜
去 時 ま で 、 振 動 を 伝 達 す る た め の 外 部 装 置 を 保 持 し 続 け な け れ ば な ら な い た め 、 医 療 用 器
具 の 挿 入 操 作 お よ び 使 用 操 作 が 煩 雑 な も の と な ら ざ る を 得 な か っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 医 療 用 器 具 は 、 対 象 物 の 内 部 に 挿 入 又 は 刺 入 さ れ る
進 入 部 と 、 進 入 部 に 備 え ら れ 、 磁 歪 性 材 料 を 有 す る 振 動 子 と 、 を 備 え 、 外 部 磁 界 に よ り 振
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動 子 が 振 動 す る こ と に よ り 、 対 象 物 と の 接 触 面 と の 摩 擦 力 を 低 減 す る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 医 療 用 器 具 振 動 シ ス テ ム は 、 対 象 物 の 内 部 に 挿 入 又 は 刺 入 さ れ る 進 入 部 と 、 進 入
部 に 備 え ら れ 、 磁 歪 性 材 料 を 有 す る 振 動 子 と 、 対 象 物 の 外 部 に 備 え ら れ 、 磁 界 を 発 生 す る
磁 界 発 生 部 と 、 を 備 え 、 磁 界 発 生 部 が 発 生 す る 磁 界 に よ り 振 動 子 が 振 動 す る こ と に よ り 、
対 象 物 と の 接 触 面 と の 摩 擦 力 を 低 減 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 外 部 磁 界 は 交 流 磁 界 、 パ ル ス 磁 界 、 又 は 脈 流 に よ る 磁 界 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 医 療 用 器 具 は カ テ ー テ ル 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 、 内 視 鏡 、 医 療 用 チ ュ ー ブ 、 医 療 用 ケ ー ブ ル
、 鉗 子 、 医 療 用 鋏 、 医 療 用 刀 か ら 選 ぶ こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に よ る と 、 対 象 物 に 対 し て 非 接 触 の 外 部 磁 界 に よ り 発 生 す る 磁 界 を 用 い て 、 振 動 子
を ワ イ ヤ レ ス で 振 動 さ せ る こ と に よ り 、 簡 便 か つ レ イ ア ウ ト の 自 由 度 が 高 い 構 成 で 、 医 療
用 器 具 に 効 果 的 な 振 動 を 加 え る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 挿 入 時 、 刺 入 時 、 又 は 進 行 時 に
お い て 、 体 腔 、 管 腔 、 又 は 組 織 と の 接 触 面 に 対 す る 摩 擦 力 を 低 減 す る こ と の で き る 医 療 用
器 具 及 び 医 療 用 器 具 振 動 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 振 動 子 と し て 磁 歪 性 材 料 を 用 い る こ と に よ り 、 外 部 か ら 動 力 を 供 給 す る た め の 導 線
や 、 外 部 か ら 振 動 を 伝 達 す る た め の 装 置 が 不 要 と な る た め 、 医 療 用 器 具 お よ び 医 療 用 器 具
を 振 動 さ せ る た め の シ ス テ ム の 構 成 を 単 純 な も の と す る こ と が で き る 。 ま た 、 磁 歪 性 材 料
を 用 い て 振 動 子 を 形 成 す る と 、 大 型 化 す る こ と な く 、 体 腔 又 は 管 腔 又 は 組 織 と の 摩 擦 力 を
低 減 す る の に 十 分 な 大 き さ の 振 動 を 得 る こ と が で き る た め 、 細 径 の ガ イ ド ワ イ ヤ で あ っ て
も 容 易 に 適 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 医 療 用 器 具 の 構 成 を 単 純 化 す る こ と に よ り 、 製
造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る た め 、 医 療 用 器 具 の デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル 化 を 助 け る こ と が
で き る 。 ま た 、 デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル 化 し な い 場 合 で も 、 構 成 が 単 純 で あ る た め 、 容 易 に 洗 浄
す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
以 下 、 本 発 明 を ガ イ ド ワ イ ヤ に 適 用 し た 場 合 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し つ つ 詳 し く
説 明 す る 。 本 発 明 は 　 ガ イ ド ワ イ ヤ に は 限 ら れ ず 、 例 え ば カ テ ー テ ル 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 、
胃 チ ュ ー ブ な ど の 医 療 用 チ ュ ー ブ 、 ペ ー ス メ ー カ ー の 電 極 な ど の 医 療 用 ケ ー ブ ル 、 鉗 子 、
医 療 用 鋏 、 医 療 用 刀 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る ガ イ ド ワ イ ヤ （ 医 療 用 器 具 ） １ ０ は 、 対 象 物 ３ ０ の
管 腔 （ 又 は 体 腔 ） ３ １ （ 図 ２ ） に 挿 入 さ れ る 略 円 柱 状 で 弾 性 を 備 え る 挿 入 部 （ 進 入 部 ） １
１ と 、 こ の 挿 入 部 １ １ の 先 端 に 配 置 さ れ た 振 動 子 ２ ０ と 、 を 備 え る 。 こ の 振 動 子 ２ ０ は 、
先 端 を 半 球 状 と し た 中 空 円 柱 状 を な し て い る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ お よ び そ の 挿 入 部 １ １ に
つ い て は 周 知 で あ る た め そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
振 動 子 ２ ０ は 、 外 部 磁 界 に よ り 磁 歪 振 動 す る 性 質 を 備 え た 材 料 （ 磁 歪 性 材 料 ） か ら な る 。
こ の よ う な 性 質 を 備 え た 材 料 と し て 、 例 え ば 、 鉄 、 ニ ッ ケ ル 、 コ バ ル ト 、 テ ル ビ ウ ム ・ 鉄
合 金 、 デ ィ ス プ ロ シ ウ ム ・ 鉄 合 金 、 テ ル ビ ウ ム ・ デ ィ ス プ ロ シ ウ ム ・ 鉄 合 金 、 白 金 ・ 鉄 合
金 、 パ ラ ジ ウ ム ・ 鉄 合 金 、 ニ ッ ケ ル ・ マ ン ガ ン ・ ガ リ ウ ム 合 金 、 ニ ッ ケ ル ・ マ ン ガ ン ・ ア
ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 コ バ ル ト ・ ニ ッ ケ ル ・ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 コ バ ル ト ・ ニ ッ ケ ル ・ ガ リ ウ
ム 合 金 を 用 い る こ と が で き る 。 こ れ ら の う ち 、 磁 歪 効 果 の 効 率 の 観 点 か ら 見 る と 、 テ ル ビ
ウ ム ・ 鉄 合 金 、 デ ィ ス プ ロ シ ウ ム ・ 鉄 合 金 、 テ ル ビ ウ ム ・ デ ィ ス プ ロ シ ウ ム ・ 鉄 合 金 、 白
金 ・ 鉄 合 金 、 パ ラ ジ ウ ム ・ 鉄 合 金 、 ニ ッ ケ ル ・ マ ン ガ ン ・ ガ リ ウ ム 合 金 、 ニ ッ ケ ル ・ マ ン
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ガ ン ・ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 コ バ ル ト ・ ニ ッ ケ ル ・ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 コ バ ル ト ・ ニ ッ ケ ル
・ ガ リ ウ ム 合 金 が 好 ま し い 。 振 動 子 ２ ０ は 、 こ の よ う な 材 料 を 焼 結 又 は 加 工 （ 例 え ば 放 電
加 工 ） す る こ と に よ り 、 挿 入 部 の 先 端 に 合 わ せ た 形 状 と す る 。 加 工 性 の 観 点 か ら 見 る と 、
コ バ ル ト ・ ニ ッ ケ ル ・ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 お よ び コ バ ル ト ・ ニ ッ ケ ル ・ ガ リ ウ ム 合 金 が 好 ま
し い 。 こ の よ う に 形 成 し た 振 動 子 ２ ０ 内 に は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ の 挿 入 部 １ １ の 先 端 が 押
入 さ れ る 。 　 な お 、 振 動 子 ２ ０ の 振 動 を 阻 害 、 吸 収 す る こ と が な い よ う に 、 挿 入 部 １ １ は
弾 性 を 備 え た 材 料 で 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
振 動 子 ２ ０ は 、 焼 結 又 は 加 工 の ほ か 、 例 え ば 、 接 着 剤 と 混 合 し て ペ ー ス ト 状 と し て 塗 布 （
接 着 ） 、 粉 末 の 吹 き つ け 、 蒸 着 、 ス パ ッ タ リ ン グ 、 磁 歪 性 材 料 を 分 散 し た 液 体 へ の 浸 漬 に
よ り 、 挿 入 部 １ １ 上 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
振 動 子 ２ ０ に 用 い ら れ た 磁 歪 性 材 料 の 振 動 方 向 と 、 振 動 子 ２ ０ に 対 す る 磁 界 の 方 向 と 、 の
組 み 合 わ せ は 任 意 に 定 め る こ と が で き る 。 こ れ は 、 磁 歪 性 材 料 が 、 与 え ら れ た 磁 界 に 平 行
な 方 向 に 伸 長 又 は 収 縮 す る よ う に 弾 性 変 形 す る と と も に 、 磁 界 に 直 交 す る 方 向 で は 、 逆 に
、 収 縮 又 は 伸 長 す る よ う に 弾 性 変 形 す る 性 質 を 備 え て い る こ と に よ る 。 す な わ ち 、 磁 歪 性
材 料 は 、 磁 界 の 方 向 に 拘 わ ら ず に 何 ら か の 変 形 を し て お り 、 与 え る 磁 界 を 交 流 磁 界 と す れ
ば 、 磁 歪 性 材 料 は 、 磁 界 の 方 向 お よ び そ れ に 直 交 す る 方 向 の ど ち ら に 着 目 し て も 、 伸 長 又
は 収 縮 を 繰 り 返 す 振 動 状 態 と な る た め で あ る 。 こ れ は 、 対 象 物 ３ ０ が 生 物 で あ る 場 合 で は
、 管 腔 ３ １ の 延 び る 方 向 が 複 雑 で あ っ て 、 振 動 子 ２ ０ の 向 き と コ イ ル ４ １ が 発 生 す る 磁 界
の 向 き と 、 を 随 時 調 整 す る こ と が 困 難 で あ る こ と を 鑑 み れ ば 、 磁 歪 性 材 料 を 用 い て ガ イ ド
ワ イ ヤ １ ０ の 挿 入 部 １ １ を 振 動 さ せ る こ と は 、 煩 雑 な 調 整 を 不 要 と し て 容 易 に ガ イ ド ワ イ
ヤ １ ０ の ス ム ー ズ な 進 行 を 実 現 で き る と い う 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 対 象 物 ３ ０ の 外 部 に は 、 交 流 磁 界 を 発 生 す る コ イ ル （ 磁 界 発 生 部 ） ４
１ と 、 こ の コ イ ル ４ １ に 交 流 電 流 を 供 給 す る 電 源 ４ ２ と 、 が 備 え ら れ て い る 。 コ イ ル ４ １
、 電 源 ４ ２ 、 お よ び 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ に よ り 、 医 療 用 器 具 振 動 シ ス テ ム が 構 成 さ れ る 。
な お 、 磁 界 発 生 部 か ら 発 生 さ せ る 磁 界 は 交 流 磁 界 に は 限 ら れ ず 、 例 え ば パ ル ス 電 流 を 供 給
し て パ ル ス 磁 界 を 発 生 さ せ た り 、 脈 流 を 供 給 し て 変 動 す る 磁 界 を 発 生 さ せ て も よ い 。 ま た
、 発 生 さ せ る 磁 界 の 形 式 、 周 波 数 、 強 度 、 頻 度 、 そ し て そ れ ら の 組 み 合 わ せ は 自 由 に 変 化
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
コ イ ル ４ １ は 、 発 生 す る 磁 界 中 に 振 動 子 ２ ０ が 置 か れ る よ う に 配 置 さ れ る 。 電 源 ４ ２ か ら
供 給 さ れ た 交 流 電 流 に よ り 、 コ イ ル ４ １ は 、 交 流 磁 界 を 発 生 し 、 こ の 交 流 磁 界 中 の 振 動 子
２ ０ に は 、 磁 歪 効 果 に よ り 、 コ イ ル ４ １ に 供 給 さ れ た 交 流 電 流 の 周 波 数 に 対 応 し た 振 動 が
起 き る 。 こ の よ う に 振 動 子 ２ ０ を ワ イ ヤ レ ス で 振 動 さ せ る こ と に よ り 、 対 象 物 の 管 腔 ３ １
内 に 配 置 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ の う ち の 少 な く と も 挿 入 部 １ １ の 先 端 が 振 動 す る 。 こ れ
に よ り 、 挿 入 部 １ １ の 先 端 の 管 腔 ３ １ の 内 壁 （ 接 触 面 ） に 対 す る 摩 擦 力 を 低 減 さ せ る こ と
が で き る た め 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ を 管 腔 ３ １ 内 で ス ム ー ズ に 進 行 さ せ る こ と が で き る 。 ま
た 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ が 、 挿 入 部 １ １ に 磁 性 体 を 取 り 付 け 、 外 部 磁 界 に よ っ て 遠 隔 誘 導 す
る タ イ プ で あ っ て も 、 磁 性 体 お よ び 振 動 子 ２ ０ を 併 存 さ せ る こ と が で き 、 遠 隔 操 作 に よ っ
て 誘 導 制 御 お よ び 振 動 を 起 こ さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ こ で 、 図 ３ を 用 い て 、 第 ２ 管 腔 ３ １ ｂ 、 第 ３ 管 腔 ３ １ ｃ に 枝 分 か れ し た 管 腔 ３ １ 中 を ガ
イ ド ワ イ ヤ １ ０ を 進 行 さ せ る と き の 操 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ に 示 す 例 で は 、 管 腔 ３ １
は 、 一 方 の 第 １ 管 腔 ３ １ ａ か ら 他 方 の 第 ２ 管 腔 ３ １ ｂ ま で 略 直 線 状 に （ 図 ３ の 左 右 方 向 に
） 延 び る と と も に 、 そ の 途 中 で 斜 め 下 方 へ 延 び て 第 ３ 管 腔 ３ １ ｃ へ 枝 分 か れ し て い る 。 こ
の 説 明 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ を 第 １ 管 腔 ３ １ ａ か ら 挿 入 し 、 第 ３ 管 腔 ３ １ ｃ 内 を 進 行 さ
せ た い 場 合 に つ い て 述 べ る 。 な お 、 図 ３ で は コ イ ル ４ １ お よ び 電 源 ４ ２ を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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第 １ 管 腔 ３ １ ａ か ら 挿 入 し た ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ を 進 行 さ せ て い く と 、 振 動 子 ２ ０ が 取 り 付
け ら れ た 先 端 部 お よ び そ の 周 辺 部 が 、 第 ２ 管 腔 ３ １ ｂ と 第 ３ 管 腔 ３ １ ｃ と に 分 岐 さ れ る 部
分 の 内 壁 ３ １ ｄ に 衝 突 、 当 接 す る 。 （ 図 ３ （ ａ ） ） 。 こ の よ う な 状 態 の と き に 、 ガ イ ド ワ
イ ヤ １ ０ の 先 端 を 第 ３ 管 腔 ３ １ ｃ 内 へ 向 か わ せ る べ く 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ に 対 し て 管 腔 ３
１ 内 へ 進 行 さ せ る 力 を さ ら に 加 え る と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ の 先 端 部 周 辺 が 内 壁 ３ １ ｄ に さ
ら に 強 く 接 触 し て し ま っ た り 、 第 ３ 管 腔 ３ １ ｃ 内 へ 進 行 す る こ と な く ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ の
先 端 部 周 辺 と 内 壁 ３ １ ｄ と が 接 触 を 保 っ て 、 挿 入 部 １ １ が 湾 曲 し て し ま う こ と が あ る （ 図
３ （ ｂ ） ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う な 場 合 に 、 電 源 ４ ２ か ら コ イ ル ４ １ に 交 流 電 流 を 供 給 す る こ と に よ り コ イ ル ４ １
に 交 流 磁 界 を 発 生 さ せ る と 、 磁 歪 効 果 に よ り 振 動 子 ２ ０ が 振 動 し 、 こ れ に よ り 、 ガ イ ド ワ
イ ヤ １ ０ と 内 壁 ３ １ ｄ の 内 壁 と の 摩 擦 力 が 低 減 し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ を 内 壁 ３ １ ｄ か ら
第 ３ 管 腔 ３ １ ｃ 内 へ 進 行 さ せ や す く な る （ 図 ３ （ ｃ ） ） 。 振 動 子 ２ ０ の 振 動 は 、 ガ イ ド ワ
イ ヤ １ ０ の 管 腔 ３ １ 内 へ の 挿 入 開 始 時 か ら 起 こ さ せ て も よ い し 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ が 管 腔
３ １ 内 の 内 壁 ３ １ ｄ そ の 他 の 内 壁 に 衝 突 、 当 接 し た と こ ろ で 起 こ さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 下 に 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。
図 ４ に 示 す よ う に 、 振 動 子 １ ２ ０ を 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ ０ の 挿 入 部 （ 進 入 部 ） １ １ １ の 先
端 １ １ １ ａ 側 か ら 他 端 （ 不 図 示 ） 側 へ 一 定 の 間 隔 を お い て 、 複 数 設 け る こ と も で き る 。 こ
の よ う に 複 数 設 け る こ と に よ っ て 、 先 端 １ １ １ ａ に 限 ら ず 、 挿 入 部 １ １ １ の あ ら ゆ る 箇 所
と 管 腔 ３ １ の 内 壁 と の 摩 擦 力 を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 多 く の 箇 所 で 磁 歪 振 動 を 起
こ す こ と が で き る た め 、 狭 い 管 腔 （ 例 え ば 血 管 、 狭 窄 部 ） に ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ ０ を 挿 通 さ
せ る 場 合 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 振 動 子 を コ イ ル 状 に 形 成 し 、 挿 入 部 １ １ の 外 周 に 巻 き つ け る と 、 挿 入 部 １ １ の あ ら
ゆ る 箇 所 で 管 腔 ３ １ の 内 壁 と の 摩 擦 力 を 低 減 す る こ と が で き る た め 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
さ ら に 、 振 動 子 を ２ 種 以 上 の 磁 歪 性 材 料 で 構 成 し 、 そ れ ぞ れ の 伸 長 、 収 縮 方 向 を 直 行 又 は
ず ら し て 接 触 又 は 固 定 し て 、 振 動 す る 力 の 強 度 に 変 調 を 加 え た り 増 強 し た り し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
磁 界 を 発 生 す る コ イ ル は 、 ２ 以 上 配 置 し て も 良 い 。 例 え ば 、 図 ５ の よ う に 、 上 述 の 実 施 形
態 に お け る コ イ ル ４ １ に 対 向 す る よ う に 、 か つ 、 管 腔 ３ １ に 挿 通 さ れ た 挿 入 部 １ １ に 装 着
さ れ た 振 動 子 ２ ０ を 挟 む よ う に 、 コ イ ル １ ４ １ を 配 置 す る こ と が で き る 。 こ の コ イ ル １ ４
１ は 電 源 １ ４ ２ か ら 供 給 さ れ た 電 流 に よ り 磁 界 を 発 生 す る 。 こ の 場 合 、 コ イ ル ４ １ と コ イ
ル １ ４ １ が そ れ ぞ れ 発 生 す る 磁 界 が 互 い に 打 ち 消 さ な い よ う に 位 相 を 調 整 す れ ば 、 効 率 よ
く 振 動 子 ２ ０ に 対 し て 磁 界 を 印 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ６ に 示 す よ う に 、 上 述 の 実 施 形 態 に 係 る ガ イ ド ワ イ ヤ に 替 え て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ２ １ ０ と
し て 、 挿 入 部 ２ １ １ の 先 端 を 覆 う よ う に 永 久 磁 石 ２ ２ ２ を 固 定 し 、 こ の 永 久 磁 石 ２ ２ ２ の
後 端 に 磁 歪 性 材 料 か ら な る 中 空 管 状 の 振 動 子 ２ ２ ０ を 隣 接 さ せ た も の を 用 い る こ と が で き
る 。 こ の よ う な 構 成 と す る と 、 振 動 子 ２ ２ ０ に バ イ ア ス 磁 界 を 常 に 印 加 す る こ と が で き る
た め 、 印 加 さ れ る 磁 界 が ゼ ロ に 近 い 場 合 に 磁 歪 振 動 の 振 幅 が 小 さ く な っ て し ま う と い う 磁
歪 性 材 料 の 問 題 点 を 補 っ て 、 磁 界 が 小 さ な と き に も 摩 擦 力 を 低 減 す る の に 十 分 な 振 幅 の 磁
歪 振 動 を 起 こ さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 永 久 磁 石 ２ ２ ２ は 、 挿 入 部 ２ １ １ の 先 端 以 外 の
位 置 に 配 置 し て も 良 く 、 ま た 、 挿 入 部 ２ １ １ の 内 部 に 配 置 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 振 動 子 ２ ０ の 半 球 状 の 先 端 に 硬 性 の 棒 状 部 材 ２ ２ の 一 方
の 端 部 ２ ２ ａ を 接 合 し た 構 成 と す る こ と も で き る 。 こ の 構 成 に お い て は 、 棒 状 部 材 ２ ２ の
持 つ 固 有 の 共 振 周 波 数 と 同 じ 周 波 数 で 振 動 子 ２ ０ を 振 動 さ せ る と 、 棒 ２ ２ の 他 方 の 端 部 （
自 由 端 ） ２ ２ ｂ が 大 き く 振 動 す る た め 、 管 腔 ３ １ の 内 壁 と の 摩 擦 力 を 低 減 す る こ と が で き
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る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
さ ら に 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ２ ２ に 代 え て 、 振 動 子 ２ ０ の 半 球 状 の 先 端 に 硬 性 の 棒
状 部 材 １ ２ ２ の 一 方 の 端 部 １ ２ ２ ａ を 接 合 し 、 他 方 の 端 部 （ 自 由 端 ） を １ ２ ２ の 直 径 よ り
大 き な 直 径 の 球 形 状 の 端 部 １ ２ ２ ｂ と し た 構 成 と す る こ と も で き る 。 こ の 構 成 で は 、 １ ２
２ ｂ を 球 形 状 と す る こ と に よ り 、 １ ２ ２ の 共 振 周 波 数 を 下 げ る こ と が で き る た め 、 管 腔 な
ど に 与 え る 影 響 を 小 さ く で き る 。 図 ７ （ ａ ） 及 び 図 ７ （ ｂ ） に 示 し た 例 で は 、 ２ ０ の 先 端
に 接 合 す る ２ ２ 又 は １ ２ ２ の 形 状 お よ び 重 量 の 変 化 に よ る 共 振 周 波 数 の 変 化 に 対 応 す る た
め に 、 コ イ ル ４ １ に 通 電 す る 電 流 の 周 波 数 を 可 変 す る 機 構 （ チ ュ ー ニ ン グ 機 構 ） を 加 え る
と 効 率 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 述 の 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 を ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ に 適 用 し た が 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ 以 外 の
適 用 例 と し て 図 ８ に 示 す 内 視 鏡 ５ ０ を 挙 げ る こ と も で き る 。 も ち ろ ん 、 図 ６ に 示 す も の 以
外 の タ イ プ の 内 視 鏡 に も 適 用 可 能 で あ る 。 図 ８ に 示 す 内 視 鏡 ５ ０ は 、 吸 引 、 湾 曲 を 行 う た
め の 操 作 部 ６ ０ と 、 対 象 物 ３ ０ の 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 （ 進 入 部 ） ７ ０ と 、 を 備 え 、 挿
入 部 ７ ０ は 、 挿 入 部 ７ ０ を 外 装 す る 可 撓 管 部 ７ ２ 、 湾 曲 部 ７ ４ 、 先 端 部 本 体 ７ ６ に よ り 構
成 さ れ て い る 。 磁 歪 性 材 料 か ら な る 振 動 子 を 、 可 撓 管 部 ７ ２ 、 湾 曲 部 ７ ４ 、 お よ び ／ 又 は
先 端 部 本 体 ７ ６ に 設 け る と 、 振 動 子 を 外 部 磁 界 を 用 い て 振 動 さ せ る こ と に よ り 、 挿 入 部 ７
０ と 対 象 物 の 管 腔 ３ １ の 内 壁 と の 摩 擦 力 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 述 の 実 施 形 態 及 び 変 形 例 に お い て 、 振 動 子 若 し く は 振 動 子 を 備 え た 医 療 用 器 具 を 、 こ れ
ら が 延 び る 方 向 に 関 し て 非 対 称 な 外 形 形 状 と す る こ と に よ り 、 例 え ば 、 図 ９ に 示 す よ う に
挿 入 部 の 外 面 に 毛 状 部 材 を 非 対 称 に 配 置 す る こ と に よ り 、 磁 歪 振 動 に 対 す る 反 作 用 の 力 を
一 定 方 向 に 働 き や す く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 外 部 か ら の 直 接 的 な 力 の 伝 達 を 必
要 と せ ず に 、 医 療 用 器 具 を 自 立 的 に 前 進 又 は 後 退 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 発 明 に つ い て 上 記 実 施 形 態 を 参 照 し つ つ 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 改 良 の 目 的 又 は 本 発 明 の 思 想 の 範 囲 内 に お い て 改 良 又 は 変 更 が 可 能 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ガ イ ド ワ イ ヤ の 挿 入 部 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 医 療 用 器 具 振 動 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ガ イ ド ワ イ ヤ を 対 象 物 内 部 の 管 腔 に 挿 入 し て い く 過 程 を
（ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） の 順 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る ガ イ ド ワ イ ヤ の 挿 入 部 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 医 療 用 器 具 振 動 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 概 念 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る ガ イ ド ワ イ ヤ の 挿 入 部 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る ガ イ ド ワ イ ヤ の 挿 入 部 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 を 適 用 可 能 な 内 視 鏡 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る ガ イ ド ワ イ ヤ の 挿 入 部 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ ０ 　 　 　 ガ イ ド ワ イ ヤ （ 医 療 用 器 具 ）
１ １ 　 　 　 挿 入 部 （ 進 入 部 ）
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２ ０ 　 　 　 振 動 子
３ ０ 　 　 　 対 象 物
３ １ 　 　 　 管 腔
４ １ 　 　 　 コ イ ル （ 磁 界 発 生 部 ）
５ ０ 　 　 　 内 視 鏡 （ 医 療 用 器 具 ）
７ ０ 　 　 　 挿 入 部 （ 進 入 部 ）
１ １ ０ 　 　 ガ イ ド ワ イ ヤ （ 医 療 用 器 具 ）
１ １ １ 　 　 挿 入 部 （ 進 入 部 ）
１ ２ ０ 　 　 振 動 子
１ ４ １ 　 　 コ イ ル （ 磁 界 発 生 部 ）
２ １ ０ 　 　 ガ イ ド ワ イ ヤ （ 医 療 用 器 具 ）
２ ２ ０ 　 　 振 動 子
２ ４ １ 　 　 コ イ ル （ 磁 界 発 生 部 ）

10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种医疗器械和医疗器械振动系统，其能够在插
入，插入和推进时减小与体腔，管腔或组织的摩擦力。 包括磁致伸缩材
料的振动器设置在插入或插入物体的入口部分处，并且振动器由于外部
磁场而振动，由此物体从而减小了接触表面和接触表面之间的摩擦力。 .
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